
２
０
２
４
年
度

２
０
２
４
年
度

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

男
子
男
子
7373
回
・
女
子

回
・
女
子
3333
回回

東海大主将の中村（手前左）をOB・東海大主将の中村（手前左）をOB・
関係者・部員が囲んで校歌を歌う関係者・部員が囲んで校歌を歌う

東海大（男子）が 2年ぶり 27度目の優勝東海大（男子）が 2年ぶり 27度目の優勝
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２
０
２
４
年
度
全
日
本
学
生
柔

道
優
勝
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
学

生
柔
道
連
盟
・
毎
日
新
聞
社
）
が

６
月
22
・
23
日
に
日
本
武
道
館
で

行
わ
れ
、
体
重
無
差
別
の
男
子
７

人
制
と
女
子
一
部
（
５
人
制
）・
二

部
（
３
人
制
）
で
優
勝
を
争
っ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
前
回
大
会
準
優

勝
の
東
海
大
と
前
回
大
会
３
位
の

天
理
大
の
試
合
と
な
り
、
２
―
１

で
東
海
大
が
２
年
ぶ
り
27
度
目
の

優
勝
を
飾
っ
た
。
前
回
大
会
優
勝

の
国
士
舘
大
が
４
回
戦
で
中
央
大

に
敗
れ
る
波
乱
が
起
こ
り
、
ベ
ス

ト
16
で
姿
を
消
し
た
。

　

女
子
一
部
の
決
勝
は
、
前
回
大

会
優
勝
の
環
太
平
洋
大
と
前
回
大

会
３
位
の
東
海
大
の
対
戦
に
な
り
、

５
回
引
分
が
続
き
、
代
表
戦
ま
で

も
つ
れ
た
。
東
海
大
・
横
田
ひ
か

り
が
谷
落
で
一
本
勝
ち
を
し
た
。

　

女
子
二
部
の
決
勝
は
、
２
連
覇

を
目
指
す
東
海
大
九
州
と
前
回
大

会
準
優
勝
の
広
島
大
と
の
前
回
大

会
と
同
じ
顔
合
わ
せ
と
な
り
、
３

ー
０
で
広
島
大
が
初
め
て
の
優
勝

を
手
に
し
た
。

男子決勝・副将戦＝東海大・新井（手前）が大内刈で技あり 男子決勝・先鋒戦＝東海大・東郷（右）が背負投で一本

男子決勝・副将戦＝天理大・神田（左）と東海大・新井の組手争い男子決勝・副将戦＝天理大・神田（左）と東海大・新井の組手争い

２０２４年度全日本学生柔道優勝大会　男子７人制２０２４年度全日本学生柔道優勝大会　男子７人制
東海大が２年ぶり 27度目の優勝東海大が２年ぶり 27度目の優勝
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男
子
７
人
制　

計

男
子
７
人
制　

計
6262
チ
ー
ム

チ
ー
ム

　

前
回
大
会
準
優
勝
で
27
度
目
の
優
勝
を

目
指
す
東
海
大
は
、
準
決
勝
ま
で
着
実
に

勝
ち
進
ん
だ
。
準
決
勝
で
は
明
治
大
と
対

戦
。
先
鋒
戦
か
ら
三
将
戦
ま
で
引
分
が
続

き
、
残
り
は
副
将
戦
と
大
将
戦
の
２
試

合
。
副
将
戦
は
明
治
大
・
千
野
根
玄
貴
が

技
あ
り
（
小
外
刈
）
を
決
め
て
、
東
海

大
は
０
―
１
で
リ
ー
ド
さ
れ
た
。
大
将
戦

は
、
東
京
五
輪
金
メ
ダ
ル
の
ウ
ル
フ
・
ア

ロ
ン
（
パ
ー
ク
24
）
と
100
㎏
級
パ
リ
五
輪

代
表
を
争
っ
た
東
海
大
・
新
井
道
大
が
登

場
。
開
始
13
秒
、
内
股
で
一
本
を
取
り
、

東
海
大
が
決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　

も
う
一
方
の
準
決
勝
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

前
回
大
会
３
位
の
天
理
大
と
中
央
大
。
前

回
大
会
優
勝
の
国
士
舘
大
を
４
回
戦
で
破

り
勢
い
に
乗
る
中
央
大
に
天
理
大
は
苦
戦

を
強
い
ら
れ
た
が
、
１
―
０
で
決
勝
に
進

ん
だ
。

　

決
勝
は
東
海
大
と
天
理
大
と
の
15
年
ぶ

り
の
戦
い
と
な
っ
た
。

　

◇
決
勝

　

東
海
大　

２
―
１　

天
理
大

先
鋒　

東
郷
丈
児
○
背
負
投　

本
田
祥
万

次
鋒　

髙
田
遼
真　

引　

分　

石
田
幸
伸

五
将　

天
野
開
斗　

引　

分　

平
見　

陸

中
堅　

長
濱
佑
飛　

小
外
刈
○
鈴
木
太
陽

三
将　

中
村
雄
太　

引　

分　

向
井
球
真

副
将　

新
井
道
大
○
合　

技　

神
田
雄
志

大
将　

石
本
慎
太
郎　

引　

分　

新
田
朋
哉

　

先
鋒
戦
は
無
差
別
の
試
合
で
あ
る
が
、

共
に
81
㎏
級
の
選
手
が
登
場
。
開
始
33

秒
、
東
海
大
・
東
郷
丈
児
が
鮮
や
か
な
背

負
投
で
一
本
を
決
め
た
。
次
鋒
・
五
将
戦

は
両
者
決
め
手
を
欠
き
、引
分
と
な
っ
た
。

　

中
堅
戦
は
、
東
海
大
の
長
濱
佑
飛
が
172

㎝
・
90
㎏
。
対
す
る
天
理
大
の
鈴
木
太
陽

は
182
㎝
・
110
㎏
で
体
格
差
の
あ
る
試
合
と

な
っ
た
。
両
者
積
極
的
に
攻
め
合
う
中
、

鈴
木
が
組
み
際
に
小
外
刈
を
し
か
け
、
体

を
浴
び
せ
て
一
本
勝
ち
。
１
―
１
の
同
点

と
な
り
、観
客
の
熱
気
は
一
段
と
上
が
る
。

　

大
事
な
三
将
戦
は
、
東
海
大
主
将
の
中

村
雄
太
と
天
理
大
・
向
井
球
真
と
の
戦
い

に
な
っ
た
。
互
角
の
試
合
内
容
で
、
向
井

は
指
導
二
つ
を
受
け
た
が
、
引
分
。

　

続
く
副
将
戦
は
、
今
大
会
全
て
一
本
勝

ち
の
東
海
大
・
新
井
と
天
理
大
主
将
の
神

田
雄
志
の
試
合
と
な
っ
た
。
新
井
は
積
極

的
に
攻
め
、
試
合
前
半
に
大
内
刈
を
決
め

て
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。
神
田
も
意
地
を
見

せ
、
捨
身
小
内
や
大
外
刈
を
繰
り
出
す

が
、
新
井
が
横
四
方
固
を
決
め
て
合
技
で

一
本
と
な
っ
た
。

　

大
将
戦
、
天
理
大
は
、
最
低
で
も
一
本

で
勝
た
な
け
れ
ば
内
容
負
け
と
な
る
重
要

な
試
合
。
互
い
に
慎
重
な
試
合
展
開
を
み

せ
、
試
合
時
間
残
り
１
分
33
秒
で
両
者
と

も
指
導
二
つ
と
な
る
。
東
海
大
・
石
本
慎

太
郎
は
捌さ
ば

き
な
が
ら
自
分
の
柔
道
を
行

い
、
引
分
。
東
海
大
の
２
年
ぶ
り
27
度
目

の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

優
勝
＝
東
海
大
・
上
水
研
一
朗
監
督

「
連
覇
が
止
ま
っ
て
、
非
常
に
長
く
苦
し

い
１
年
間
で
し
た
。（
来
年
の
連
覇
に
つ

い
て
）
勝
つ
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
と

重
々
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
来
年
も
こ
の

舞
台
で
目
い
っ
ぱ
い
戦
っ
て
、
優
勝
を
勝

ち
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

優
勝
＝
東
海
大
・
新
井
道
大
選
手

「
去
年
負
け
た
光
景
が
ず
っ
と
頭
の
中
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。
仲
間
た
ち
や
尊
敬
す

る
先
輩
方
に
支
え
ら
れ
、
恵
ま
れ
て
い
ま

す
」

優勝が決まり涙する東海大・新井（左）と東郷（中央）

心技体 人を育てる総合誌
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戦
は
環
太
平
洋
大
・
石
岡
来
望
が
合
技
で

一
本
勝
ち
を
決
め
た
。
こ
の
時
点
で
、
環

太
平
洋
大
は
相
手
に
一
本
勝
ち
を
取
ら
れ

て
も
、
内
容
差
で
勝
つ
た
め
、
決
勝
に
進

む
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

◇
決
勝

　

東
海
大　

０
―
０　

環
太
平
洋
大

先
鋒　

横
田
ひ
か
り　

引　

分　

伊
藤
南
風

次
鋒　

川
田
歩
実　

引　

分　

荒
川
清
楓

中
堅　

本
田
万
結　

引　

分　

前
田　

凛

副
将　

矢
澤
愛
理　

引　

分　

石
岡
来
望

大
将　

池
田　

紅　

引　

分　

椋
木
美
希

　

◇
代
表
戦

　
　
　

横
田
ひ
か
り
○
谷　

落　

伊
藤
南
風

　

両
者
互
角
の
戦
い
を
み
せ
、
先
鋒
戦
か

ら
大
将
戦
ま
で
、
い
ず
れ
も
引
分
に
終
わ

っ
た
。
審
判
規
定
に
則の
っ
と
り
、「
引
き
分
け

の
階
級
の
中
か
ら
抽
選
で
代
表
選
手
を
選

出
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
に
よ
り
代
表

戦
を
行
う
」
こ
と
に
な
り
、
先
鋒
戦
の
東

海
大
・
横
田
と
環
太
平
洋
大
・
伊
藤
南
風

の
代
表
戦
に
な
っ
た
。

　

両
者
は
佐
久
長
聖
高
校
の
出
身
で
同
級

生
。
因
縁
の
対
決
と
な
っ
た
。

　

身
長
で
は
10
㎝
上
回
っ
て
い
る
東
海
大

・
横
田
。
激
し
い
攻
防
が
続
き
、
開
始
１

分
10
秒
に
相
手
が
仕
掛
け
て
き
た
と
こ
ろ

を
、
横
田
が
「
一
発
、
は
ま
れ
」
と
気
持

ち
を
こ
め
、谷
落
を
決
め
た
。こ
の
瞬
間
、

２
年
ぶ
り
８
度
目
の
優
勝
を
手
に
し
、
横

田
の
目
に
は
涙
が
浮
か
ん
だ
。

優
勝
＝
東
海
大
・
塚
田
真
希
監
督

「
学
生
と
共
に
日
本
一
を
目
指
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
、
日
々
の
練
習
を
頑
張
っ

て
取
り
組
ん
で
、
こ
の
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。
代
表
戦
に
な
っ
て
横
田
が
落
ち
着
い

て
、
展
開
で
き
た
と
こ
ろ
が
大
き
な
勝
因

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

女
子
一
部
（
５
人
制
）
は
、
先
鋒
・
次

鋒
は
57
㎏
以
下
、
中
堅
・
副
将
は
70
㎏
以

下
、
大
将
は
無
差
別
で
行
わ
れ
る
。

　

準
決
勝
で
は
２
年
ぶ
り
８
度
目
の
優
勝

を
目
指
す
東
海
大
と
初
優
勝
を
狙
う
明
治

国
際
医
療
大
が
顔
を
合
わ
せ
た
。
先
鋒
・

次
鋒
戦
は
引
分
。
中
堅
戦
で
は
、
今
大
会

一
本
勝
ち
を
２
回
決
め
て
い
る
東
海
大
・

女
子
一
部　

計

女
子
一
部　

計
3838
チ
ー
ム

チ
ー
ム

本
田
万
結
が
技
あ
り
（
小
外
刈
）
を
決
め

て
勝
利
。
東
海
大
は
勢
い
そ
の
ま
ま
、
大

将
戦
も
勝
利
を
収
め
て
２
―
０
で
決
勝
戦

へ
。

　

も
う
一
方
の
準
決
勝
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

前
回
大
会
優
勝
の
環
太
平
洋
大
と
帝
京

大
。
先
鋒
戦
、
帝
京
大
・
大
久
保
藍
が
技

あ
り
（
肩
車
）
を
決
め
て
勝
利
。
中
堅
戦

で
は
、
環
太
平
洋
大
・
星
野
七
虹
が
試
合

中
盤
に
小
外
刈
で
一
本
を
決
め
た
。
副
将

女子決勝・代表戦＝東海大・横田（左）が谷落で一本勝ち

女子一部（５人制）優勝＝東海大学
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女
子
二
部　

計

女
子
二
部　

計
2323
チ
ー
ム

チ
ー
ム

　

女
子
二
部
（
３
人
制
）
は
体
重
無
差
別

で
争
わ
れ
る
。

　

準
決
勝
は
前
回
大
会
準
優
勝
の
広
島
大

と
姫
路
獨
協
大
の
試
合
と
な
っ
た
。
先
鋒

戦
、
広
島
大
・
安
枝
風
香
が
崩
袈
裟
固
で

一
本
勝
ち
。
中
堅
戦
は
引
分
、
勝
負
が
決

ま
る
大
将
戦
は
、
広
島
大
・
城
美
月
が
支

釣
込
足
で
一
本
。
２
―
０
で
広
島
大
が
初

優
勝
を
懸
け
て
決
勝
へ
進
ん
だ
。

　

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
前
回
大
会
優

勝
の
東
海
大
九
州
と
東
日
本
国
際
大
と
の

準
決
勝
は
、
東
海
大
九
州
の
中
堅
・
大
将

が
技
を
決
め
て
、
２
―
０
で
勝
利
を
収
め

た
。
決
勝
は
前
回
大
会
と
同
じ
対
戦
と
な

っ
た
。

　

◇
決
勝

　

広
島
大　

３
―
０　

東
海
大
九
州

先
鋒　

安
枝
風
香

出
足
払　

鎌
田
晶
妃

中
堅　

今
岡
そ
ら
○
大
外
刈　

増
田
美
羽

大
将　

城　

美
月
○
縦
四
方
固　

入
江
桃
子

　

先
鋒
戦
、
前
回
大
会
で
優
秀
選
手
に
選

ば
れ
た
広
島
大
・
安
枝
が
技
あ
り
（
出
足

払
）
で
勝
利
し
て
勢
い
を
つ
く
っ
た
。
中

堅
戦
、
広
島
大
・
今
岡
そ
ら
は
相
手
に
技

あ
り
（
支
釣
込
足
）
を
取
ら
れ
る
が
、
試

合
時
間
残
り
24
秒
に
大
外
刈
で
一
本
勝
ち

し
て
、
初
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。
大

将
戦
で
も
広
島
大
が
勝
利
し
、
３
―
０
で

去
年
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

優
勝
＝
広
島
大
・
出
口
達
也
監
督

「
去
年
決
勝
で
負
け
た
チ
ー
ム
と
ま
た
決

勝
で
戦
う
こ
と
が
で
き
て
、
リ
ベ
ン
ジ
が

女子二部（３人制）優勝＝広島大学

で
き
て
嬉う
れ

し
い
で
す
。（
こ
の
１
年
間
の

稽
古
は
）
特
別
な
対
策
は
せ
ず
に
自
力
を

つ
け
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
強
く
な
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
選
手
た
ち
な
の

で
、
今
日
よ
り
も
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

①女子決勝・先鋒戦＝広島大・安枝（右）が出足払で技あり

②女子決勝・中堅戦＝
広島大・今岡（上）が大外刈で一本

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

柔
道
は
、
大
澤
慶
己
、
長
谷
川
博
之
、
腹
巻
宏
一

吉
村
和
郎
、
山
内
直
人
の
５
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁

①①②②
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ニュース　全日本柔道選手権大会

　

令
和
６
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
講
道
館
、全
日
本
柔
道
連
盟
）

が
４
月
29
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。
大
会
に
は
全
国
10
地
区
の
予
選

を
通
過
し
た
40
名
に
、
前
回
大
会
の
優

勝
者
・
準
優
勝
者
の
２
名
を
加
え
た
計

42
名
の
選
手
た
ち
が
参
加
し
、
柔
道
無

差
別
級
日
本
一
の
座
を
争
っ
た
。

　

今
大
会
の
決
勝
は
、
中
野
寛
太
（
近

畿
・
旭
化
成
）
と
原
沢
久
喜
（
中
国
・

長
府
工
産
）
の
対
決
。
中
野
が
判
定
で

原
沢
を
下
し
、初
の
日
本
一
に
輝
い
た
。

　

本
大
会
は
、
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判

規
程
お
よ
び
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
申

し
合
わ
せ
事
項
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。

　

試
合
時
間
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

か
ら
準
決
勝
ま
で
は
５
分
間
、
決
勝
は
８

分
間
。
時
間
内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合

は
主
審
（
１
名
）
お
よ
び
副
審
（
２
名
）

に
よ
る
旗
判
定
に
よ
っ
て
勝
敗
を
決
し

た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
た
の
は
前
回
大
会

優
勝
の
王
子
谷
剛
志
（
推
薦
・
旭
化
成
）、

３
度
目
の
優
勝
が
か
か
る
原
沢
久
喜
、
と

も
に
初
優
勝
を
狙
う
中
野
寛
太
、
グ
リ
ー

ン
カ
ラ
ニ
海
斗
（
東
京
・
パ
ー
ク
24
）
の

４
名
。

中野寛太中野寛太（旭化成）（旭化成）が初優勝が初優勝
令和６年全日本柔道選手権大会令和６年全日本柔道選手権大会

決
勝
＝
中
野
（
左
）
対
原
沢

決
勝
＝
中
野
（
左
）
対
原
沢
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両
者
。
ケ
ン
カ
四
つ
か
ら
王
子
谷
が
仕
掛

け
る
出
ば
な
を
中
野
が
捉
え
、
小
外
刈
で

一
本
勝
ち
。
わ
ず
か
試
合
時
間
36
秒
で
中

野
が
前
年
度
優
勝
の
王
子
谷
を
下
し
た
。

②
原
沢　
　

○
（
合
技
）　　
　

グ
リ
ー
ン

　

試
合
序
盤
、
グ
リ
ー
ン
が
内
股
を
攻
め

る
も
原
沢
が
耐
え
て
カ
ウ
ン
タ
ー
の
谷
落

で
技
あ
り
。
中
盤
戦
、
巻
き
返
し
を
狙
う

グ
リ
ー
ン
を
崩
上
四
方
固
で
押
さ
え
込
み

再
び
技
あ
り
。
原
沢
が
圧
倒
的
な
力
を
見

せ
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

中
野　

○
（
判
定
）　　

原
沢

　

両
者
と
も
に
相
手
の
固
い
防
御
に
攻
め

あ
ぐ
ね
、
中
盤
戦
に
は
両
者
と
も
標
準
的

で
な
い
組
手
と
見
な
さ
れ
反
則
を
一
つ
ず

つ
付
与
さ
れ
る
。
終
盤
戦
、
場
外
に
出
る

反
則
を
付
与
さ
れ
、
累
計
二
つ
の
反
則
を

も
つ
原
沢
が
猛
攻
を
仕
掛
け
る
が
、
中
野

も
投
げ
合
い
に
応
じ
る
。
試
合
時
間
８
分

が
終
了
し
、
激
戦
と
な
っ
た
決
勝
の
行
く

末
は
判
定
に
委
ね
ら
れ
た
。
結
果
は
、
接

戦
を
制
し
た
中
野
が
２
｜
１
で
念
願
の
初

優
勝
を
手
に
し
た
。

準
決
勝

準
決
勝

決
勝
決
勝

　

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
自
分
の
中
で
何

が
何
で
も
獲
り
た
い
タ
イ
ト
ル
で
し

た
。
な
の
で
初
め
て
持
つ
優
勝
杯
に

は
、重
さ
以
上
の
重
み
も
あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
の
選
抜
大
会
で
負
け
て
か
ら
、
母

校
・
天
理
大
学
で
穴
井
隆
将
先
生
に
１
週

間
付
き
っ
き
り
で
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
ま
で
で
一
番
キ
ツ
か
っ
た
稽

古
で
し
た
が
、
今
日
は
そ
の
稽
古
の
経
験

が
自
信
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
穴
井
先

生
、
ま
た
相
手
を
し
て
く
れ
た
学
生
の
み

ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
パ
リ
五
輪
が
終
わ
れ
ば
、
次

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
の
選
考
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
戦
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

準決勝①＝中野（上）が小外刈で一本を奪う準決勝①＝中野（上）が小外刈で一本を奪う準決勝②＝原沢（奥）の崩上四方固準決勝②＝原沢（奥）の崩上四方固

●
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

師
と
と
も
に
摑
ん
だ
優
勝

師
と
と
も
に
摑
ん
だ
優
勝観客で埋まった日本武道館の大道場観客で埋まった日本武道館の大道場

中村真一全日本柔道連盟会長から中村真一全日本柔道連盟会長から
優勝杯を受け取る中野（左）優勝杯を受け取る中野（左）

◉
大
会
結
果

優　

勝
＝
中
野　

寛
太
（
旭
化
成
）

準
優
勝
＝
原
沢　

久
喜
（
長
府
工
産
）

３　

位
＝
王
子
谷
剛
志
（
旭
化
成
）、
グ
リ
ー

ン
カ
ラ
ニ
海
斗
（
パ
ー
ク
24
）

５　

位
＝
西
尾
徹
（
大
阪
府
警
）、
押
領
司
龍

星
（
京
葉
ガ
ス
）、
佐
藤
和
哉
（
日

本
製
鉄
）、
影
浦
心
（
日
本
中
央
競

馬
会
）

①
中
野　

○
（
小
外
刈
）　　
　

王
子
谷

　

立
ち
上
が
り
は
慎
重
に
試
合
を
進
め
る
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